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いつの間にか秋が終わろうとしています。この頃は、朝晩は冷えますが、日中は温かく晴天が続いていて、子どもたちは休み

時間、元気に外で遊んでいます。また、校外学習やゲストティーチャーによる授業も青空の下、予定通り実施でき、子どもたち

は楽しく活動しています。コロナも落ち着きを見せていて、このまま、終息してほしいと願うばかりです。 

 

小中一貫合同学校保健委員会 

１０月２９日（金）に小中一貫学校保健委員会が、白根御勅使中体育館で行わ

れました。例年、それぞれ学校ごとに行っていましたが、小中一貫教育の関連

で、白根御勅使中学校区の３校（白根御勅使中・白根百田小・白根源小）合同で

行いました。児童生徒の健康実態とアンケート結果の報告と講演会が行われまし

た。講演会では、「ゆりかごから・・・ ～スマホがつくる孤独、癒す孤独～」と題し

て、山梨県精神保健福祉センター所長の志田博和医師のお話を聴きました。「ス

マホや PC を成長期にやりすぎることによる脳の成長阻害のこと」や「親のスマホ使用により、子どもとのコミュニケーションが減

り愛着障害を起こすこと」、「スマホを買い与えた親の責任」等について学習しました。参加した PTAの役員さんや希望参加の

保護者の皆さんは、真剣な面持ちで自分自身のこと、子どもたちの将来のことを

心配していました。 

地域あいさつ運動 

１１月１日（月）に、地域あいさつ運動が行われました。例年地域の白根地区青

少年育成市民会議のみなさんが、毎年２回源小学校の校門のところで行ってくれ

ます。今年も 1週間、朝の貴重な時間を割いて、子どもたちにあいさつの重要性を

伝えていただきました。ご家庭でも子どもたちに、地域の方や先生方、友達に心を

込めてあいさつをするようにご指導いただけるとありがたいです。 

５年稲こき 

 １日（月）、５年生が、１０月に にこにこサロンのみなさんのご指導で刈り取

った稲の稲こき（脱穀）をしました。市文化財課の斎藤さんに昔の脱穀の方法を

教わり、みんなで体験しながら脱穀をしました。千歯こきは、鉄の歯に稲をはさん

で、引くことにより脱穀し、一度にたくさんの脱穀ができることが分かりました。足

踏み脱穀機は、足で踏むことによる動力でドラムを回し、よりたくさんの稲を脱穀

できたり、稲をドラムに載せるだけのより小さな動

きで脱穀ができたりすることが分かりました。おじ

いちゃん・おばあちゃんの子どもの頃の作業を体験することができました。 

PTA奉仕作業 

６日（土）PTA奉仕作業を行いました。８月に予定していた作業が、蔓延防止等重点措置が出

されたために、人が集まることができなくなり中止になりました。学校では、運動会に向け、校庭に

生えたたくさんの草を子どもたちと先生方で取りましたが、８月に予定していた他の作業までは、

みなもと小の児童に 

身につけさせたい４つの力 
 

１ 人を大切にする力  

２ 自らの考えを持つ力 

３ 自分を表現する力 

４ チャレンジする力 

  

みなもと 



手が回らない状況でした。そこで、今回の保護者の皆様のボランティアよる作業を計画しました。家庭数の６割の保護者の皆さ

んに参加していただき、側溝の泥上げや整地、エアコン・蛍光灯等の清掃等を行っていただき、本当に学校がきれいになりまし

た。ご協力ありがとうございました。特に、普段学校にあまりお見えにならない、お父さん方にたくさん参加していただき、大変あ

りがたかったです。 

５年わかば交流 

８日（月）に、本校５年生とわかば支援学校の５年生との交流会を行いました。

昨年は、手紙や作品等の顔が見えない形での交流でしたが、本年度は、オンライ

ンでつないで顔が見える交流を行いました。子どもたちは、昨年は顔を見られなか

ったので、オンラインではありましたが、久しぶりに顔が見られて嬉しそうでした。

源小からは、一人一人の自己紹介と学習発表会のビデオを見せました。わかば支

援学校からは、手足をぶらぶらさせるダンスを見せてもらい、その後、一緒にぶら

ぶらダンスをして楽しみました。オンラインではありましたが、お互いの存在を意識

することができ、絆を深めることができました。今後、他の学年でもオンライン交流を行います。 

１・３年防犯教育 

１１日（木）、１・３年生が防犯教育を行いました。テレビ CMでおなじみの警備会

社アルソックの方に来てもらい、不審者に会った時の注意や家に一人でいるときの

注意などをグループで話し合ったり、発表したりしながら学習しました。とても分かり

やすく、1年生もよく理解できました。 

５年国語環境学習 

１５日（月）に５年国語の学習「固有

種が教えてくれること」の関連学習として、環境省の金丸さんと本堂さん（本校卒

業生）が、北岳などで動物による食害により植物が減っている現状やその対策に

ついてお話をしてくれました。実際に使われている鹿を捕獲するワナを見せてもら

ったり、本物の鹿の骨を見せてもらったりしながら自然を守ってく必要性やその取

り組みについて学ぶことができました。 

 

山梨日日新聞社の記者（私の教え子）がコラム（風林火山）を書くために、端末（PC）を使った授業を見せてほしいと依頼が

あり、５年生の授業を取材してもらいました。それを基に書かれたコラムを載せました。 

GIGAスクール構想がスタートして 7ケ月、学校では職員研修を行い、端末（PC）を使った授業が子どもたちにとって有益な

ものになるように試行錯誤しながら指導しています。コラムの最後にあるように、「端末を使うことが目的でなく、端末を使うこと

により学習が深まり、子どもたちの理解が深まっていくことを期待しています。」 これからも、端末を使った個別最適な学びを

目指して職員研修を積み重ねていきたいと思います。 

 


